
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
○財政力指数
　高齢化率（H17.3末14.1％）は比較的低く、人口の増加傾向が続いているため、税収の減少がそれほど顕著ではない。また、
投資的経費の抑制もあり、財政力指数は大幅に上昇した。今後も歳入の増加は望めないため、投資的経費の抑制を継続し、
経常経費の削減にも努める。
○経常収支比率
　普通交付税の大幅な減額に伴い、経常一般財源等収入が減少している。公債費は償還のピークを過ぎたが、少子高齢化に
よる扶助費の増加、じん芥処理組合負担金の増加も見込まれる。今後は、補助金の見直し（５％削減）等により経常経費の削
減に努める。
○起債制限比率
　シーオーレ新宮（起債総額1,935,700千円）の償還が完了し、そぴあしんぐう（起債総額2,392,500千円）の償還も平成16年度を
ピークに平成23年度に完了するため、今後起債制限比率は下がっていくと思われる。
○人口1人当たり地方債現在高
　現在類似団体平均に近い数値となっているが、今後各年度の新規発行債を５億円以内に抑制し、財政の健全化を図る。
○ラスパイレス指数
　類似団体平均は下回っている。今後は各種手当等の見直しを含め、業績・能力に応じた給与制度の構築により、年功的な給
与上昇を抑制し、職務・職責に応じた給料構造への転換をはかり給与の適正化に努める。
○人口1,000人当たり職員数
　類似団体と比較した場合、平均的な職員数から算出された数値と乖離しておらず、適正な規模ではあるが、厳しい財政状況
を考慮すると民間委託や多様な任用形態の活用等も含め計画的な定員管理を行い、サービスの向上と職員の適正配置に努
める。目標数値として平成17年度（職員数167人）から10年間で5.6％の削減を目指す。


